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株式会社細川洋行
                                  昭和電工株式会社
昭和電工ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ株式会社
医療パッケージ事業の譲受・譲渡について
株式会社細川洋行（東京都千代田区、社長 山田積貞、以下「細川洋行」）と、昭和電工株式会社(東京都港区、社長 高橋恭平、以下「昭和電工」)および昭和電工プラスチックプロダクツ株式会社（東京都中央区、社長 竹内和久、以下「ＳＰＰ」）は、今年末までを目処にＳＰＰの医療パッケージ事業（以下「本事業」）を細川洋行が譲受けることで、このたび基本合意いたしました。
ＳＰＰは、現在、本事業の販売と管理機能を担い、製品の製造をＳＰＰ100％子会社の株式会社メディックス昭和（長野県大町市、社長　竹内和久、以下「ＭＤＳ」）に委託しております。本件に伴い、ＳＰＰにおける本事業と共にＳＰＰの保有するＭＤＳ株式を
細川洋行に85.1％、昭和電工に14.9％譲渡する予定です。
本事業は、昭和電工が１９８７年に医療現場で使用される点滴用のガラス製輸液瓶の代替として、軽くて扱いやすいプラスチックフィルム製輸液バッグの開発に成功したことに始まり、その後、本事業を継承したＳＰＰは、一層の事業拡大に努め、国内最大のプラスチックフィルム製輸液バッグ外販メーカーとしての地位を確立いたしました。
細川洋行は、プラスチック軟包装材や成型品の加工販売、包装機械の販売、包装システムの企画提案等を総合して手がけ、オリジナリティのある自社開発製品を数多く産み出してきており、食品や医薬分野のお客様からご好評をいただいております。プラスチック軟包装材分野では国内有数の競争力と規模を有しており、また生産や技術面での提携先は国内だけでなくヨーロッパ、アメリカ、アジアを始め全世界にわたっており、グローバルに事業を展開しています。今回、これらの既存事業とＳＰＰの医療パッケージ事業を組み合わせることでさらに相乗効果を生み出し、本事業の価値を増大させ、かつ既存事業の高度化を図ることが、望ましいとの結論に達し、昭和電工およびＳＰＰとの合意に至りました。
以上

※本件に関するお問い合わせ先：

（株）細川洋行　  経営管理室　               ０３－３２６３－１４６１
昭和電工（株）　　ＩＲ・広報室　　　　　　　 ０３－５４７０－３７１５
昭和電工ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ㈱ 企画・業務部 　     ０３－５６５２－５７２０
＜各社概要＞

株式会社細川洋行
　本社所在地　　　：　東京都千代田区二番町１１－５ＨＹビル
　設立　　　　　　：　1949年4月
　資本金　　　　　：　304百万円
　代表取締役社長　：　山田 積貞
　事業内容　　　　：　各種軟包装材の加工販売、プラスチック加工製品（医療包材

　　　　　　　　　　　等を含む）の販売、包装機械の販売、包装システムの企画開発
昭和電工株式会社

　本社所在地　　　：　東京都港区芝大門１－１３－９
　設立　　　　　　：　1939年6月

　資本金　　　　　：　110,515百万円

　代表取締役社長　：　高橋 恭平

　事業内容　　　　：　石油化学製品、化学製品、電子・情報材料製品、

アルミニウム製品等の製造・販売
昭和電工プラスチックプロダクツ株式会社

　本社所在地　　　：　東京都中央区日本橋堀留町１－９－１０
　設立　　　　　　：　1995年6月
　資本金　　　　　：　200百万円　（昭和電工100%）
　代表取締役社長　：　竹内 和久
　事業内容　　　　：　医療用輸液バッグ、食品用脱水シート等の製造・販売
　
株式会社メディックス昭和
　本社所在地　　　：　長野県大町市大字大町６８６４－２
　設立　　　　　　：　1984年9月
　資本金　　　　　：　50百万円　　（昭和電工ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ 100%）
　代表取締役社長　：　竹内 和久
　事業内容　　　　：　医療用輸液バッグの製造・販売
＜出資状況図＞
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